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１ はじめに 

（１）実践研究のきっかけ 

私たちビジネス科 会計類型（全員簿記部所属）では、一昨年からＪＰコーチ＆コン

サルティング株式会社様によるコンサルティングを通じ、地域の担い手を育てるプログ

ラム「未来留学」に取組んでいる。 

この課題研究の授業での取組を通して、私たちが目指していることが２つある。 

１つ目は、「地元企業と連携し、授業で学んできた商業の知識・技術が実際の企業

経営の現場で通用することを証明する」こと。 

２つ目は、「商業高校生が企業経営に役立つ高度な簿記会計の知識・技術を身に付

けており、それが企業経営には不可欠な知識・技術であることを広める」ことである。 

昨年度卒業した先輩方は、手芸キットなどの製造販売を行う地元企業の経営改善に取

組んだが、私たちは、老人福祉施設の食事や委託食堂の運営、企業向けの日配弁当を提

供する企業をご紹介いただき、経営改善に取組むことになった。 

（２）連携企業について 

  終戦直後、５０,７６７人であった大垣市の人口は１９６０年には１０２,４７８人

と２倍を超えるまでとなった。この地域では、急速な戦後復興を繊維工業が牽引し、主

要産業となり、高度経済成長期の真っただ中にあった。 

この２年後の１９６２年、多くの従業員を抱え「産業給食」（日配弁当）の必要性を

感じた若手経営者ら１２人が出資し、「株式会社大垣給食センター」を設立する。これ

が今回、私たちの依頼者となっていただいた「オーケーシー食品株式会社」様の前身で

ある。 

 岐阜県の統計資料によれば、下のグラフのように、県内企業の倒産件数は増加傾向に

あり、この３年間はいずれも１００件

を超えている。今年も既に４月時点で

８０件に上っており、物価高や原材料

高、賃上げによる収益性の悪化が主な

要因とみられている。 

私たちは、オーケーシー食品様で

も同様の要因に悩まされていると推測

し、これまで学んできた商業の知識・

技術、簿記会計の力を生かして経営改

善に取組むことにした。 

オーケーシー食品株式会社 会 社 概 要 

 

資 本 金  １００,０００,０００円 

売 上 ８８３,０００,０００円 

従 業 員 数 １３７人 

創 業 １９６２年（昭和３７年） 

事 業 内 容 
老人福祉施設などの食事提供 

日配弁当 委託食堂など 

「グラフで見る岐阜県経済（令和 8年 1-3月）」 

６ページ「６.企業の倒産」から作成 
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２ 現状把握 

 最初に私たちは、現状把握のためにヒアリングを行い、直近３期（２０２３年度～２５

年度 １１月決算）の経営分析と経済環境調査を行った。 

（１）経営分析の結果 

詳細を公開することはできないが、流動性分析（短期支払い能力を示す）の結果は良

好であった。安全性分析（存続性を示す）では、長期借入金の増加が見られたものの、

財政悪化によるものではなく、経営の安定化と設備維持のためであることを確認した。 

一方、収益性分析では収益性の低下がみられ、下記の表のように、売上高売上原価率

が業界平均と比べて高く、原価率は年々上昇していることが明らかになった。 

そこで、原価に

ついて分析を進

め、売上に占める

材料費、労務費の

割合が増加していることを、右の表の

とおり確認することができた。私たち

は、「近年の物価の高騰や賃金の上昇

が材料費や労務費を引き上げている要

因である」という１つ目の調査仮説を

立て、さらに調査を進めた。 

その結果、材料費の増加は、

右のグラフのように、２０２１

年後半から始まった円安や国際

的な原材料の高騰による物価上

昇と一致していることがわかっ

た。また、労務費については、

右下の表のように、最低賃金の

改定と連動して上昇しているこ

ともわかった。ヒアリングから

も改定に合わせて賃上げを行っ

ていることがわかり、1 つ目の

調査仮説の裏付けとなった。 

（２）経済環境調査の結果 

今年４月に日銀が公表した

「経済・物価情勢の展望」に

よると、賃金上昇が今後、販

売価格に転嫁されることや、

原油価格上昇による物価上昇率が２％台後半に達すると予想されていることがわかった。 

また、昨年１月の政府の閣議決定によると、最低賃金を着実に引き上げ、２０２０年

代に全国平均１,５００円の達成を目指すことが盛り込まれており、今後も上昇傾向が

続くこともわかった。 

財務比率項目 
業界平均 

(中小企業) 
第 62期 第 63期 第 64期 

売上高売上原価率 70～80％ 82.2％ 85.5％↑ 86.8％↑ 

製造原価項目 
第 62期 

2023年 

第 63期 

2024年  

第 64期 

2025年 

材 料 費 36.64% 39.33%↑ 40.01%↑ 

労 務 費 29.16% 30.92%↑ 31.41%↑ 

経 費 16.36% 15.12%↓ 15.38%↑ 

年度 最低賃金 前年増減比 人数 労務費/売上 

R5(62期)  950円 +4.4%↑ 149↓ 29.16％↑ 

R6(63期) 1,001円 +5.4%↑ 147↓ 30.92％↑ 

R7(64期) 1,065円 +6.4%↑ 132↓ 31.41％↑ 

各製造原価の売上に占める割合（製造原価／売上） 

 

収益性分析の一部 

岐阜県の最低賃金・従業員人数・売上に占める労務費の割合 

２０２０年１月１日を１００％とした場合の消費者物価指数 

(％) 

※「OpenGov.jp」消費者物価指数（CPI）のデータより作成 

（米については２０２５年１０月時点で２１７％まで急騰） 
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３ 仮説 

（１）問題把握 

以上のヒアリングと経営分析の結果から材料費と労務費の増加が著しく、経済環境調

査からは、今後も物価と賃金の上昇が続き、このまま収益性を悪化させていくと危機的

な状態に陥ることを確認できた。 

これらのことから私たちは、材料費と労務費の削減に取組むことにした。材料費や労

務費など原価を削減するためには、「原価管理のための原価計算」が必要となる。しか

し、オーケーシー食品様では「財務諸表作成のための原価計算」は行われているが、

原価管理のための原価計算は行われていない。 

中小製造企業においては、手間やコストもかかり、専門的な知識を持った人材の確保

ができず、原価計算・原価管理を実施することが難しいのが現実であり、生産を少しで

も増やすことの方が優先される。 

原価計算は行っていても原価管理が行われていないのはもちろん、原価計算そのもの

が実施されていない場合も考えられ、「原価計算をする暇があればハンマーを握れ」と

いう思考が我が国の中小製造企業には根付いていると先行研究においても指摘されてい

る。 

簿記会計を学んでいる私たちにとって、原価計算や原価管理を行うことは、製造業に

おいて必要不可欠であり、当然のようにどこでも行われていると思い込んでいた。これ

は、私たちにとっては常識であるが、私たちが先輩方から引き継いだ研究報告書にも次

のように書かれていた。 

「青山学院大学 山口直也 教授が２０１５年から２０１６年にかけて産業集積地域３

地点で行った中小企業を対象とした実態調査の結果、原価管理を行っていると回答した

企業は約７割。『製造原価の引き下げ』や『全社レベルでのコスト低減』を経営課題と

して挙げた企業のうち、原価管理を実施していると回答した企業は６割弱に過ぎなかっ

た。」 

以上のように驚くべき問題を併せて確認することができた。 

日本の中小企業の占める割合は９９.７％（２０２４年度版中小企業白書より）とい

われている。近年の円安や原材料の高騰、人件費の上昇など、年々厳しさを増す経営環

境の中にあって、多くの中小製造企業で原価管理が行われていないのは大問題であると

私たちは感じた。 

（２）研究課題の設定と仮説の立案 

以上のことから、オーケーシー食品様では、簿記でいう「企業の経営活動を記録」す

るまではできているが、特に「計算・整理」については不十分で、「原価管理のための

原価計算ができていない」という問題があることを把握した。私たちは、この問題を解

決するため、記録された経営データを改めて計算・整理し、活用することにより、経営

改善を実現することができると考え、「経営データを計算・整理・活用し、経営改善を

実現する」という研究課題を設定した。 

この研究課題に対して、以下の研究仮説を立案して取組みを開始することにした。 

「私たちが学んだ簿記会計の力を生かして経営データを計算・整理・活用し、経営改

善を実現できる」 
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４ 企画 

 オーケーシー食品様では、以下の３つの事業を行っており、これら全てを経営改善の対

象とするのは範囲が広

すぎると判断した私た

ちは、協議の結果、先

ずは老人健康介護施設

部門、通称「老健」に

絞って取組むことにし

た。理由は、高齢化の

進行を背景にさらに成

長が期待されており、

経営陣が戦略上重要視

している部門だからで

ある。 

これに対し、「老健を強みにしていくという経営方針は正しい」という２つ目の調査仮

説を立てて検証するとともに、老健部門の「部門別原価計算」に挑戦することにした。こ

の経営改善にあたっては、材料費と労務費を押し上げている「ムダ」に対して「時間」

「数量」「仕組」に分解し、以下の４つの実践課題を設定した。そして、これらの課題を

解決するため、私たち１９人は、「標準原価」「キャンセル率分析」「ＨＡＣＣＰ」「財務分

析」の４チームに分かれ、取組むことにした。 

（１）実践課題１「標準原価計算の導入」（時間のムダを削減） 

  「原価管理のための原価計算」を行うため、標準原

価計算を導入することを企画した。目標となる「標

準」を設定し、実際にかかった数値との差額である不

利差異（標準－実際＝マイナス差異）を縮小していく

ことで、材料の無駄や作業のばらつきが減り、コスト

を削減、収益性の向上につながるはずである。 

この実践課題に対して「標準原価計算を導入するこ

とにより、コストの削減につながる」という実践仮説

を立て、右の「標準原価チーム」の５人が取組むこと

にした。 

ちなみに、私たちが取得した「全

国商業高等学校協会主催 簿記実務検

定試験 1 級・原価計算部門」の試験

問題では、標準の数値が右のような

「標準原価カード」にすでに示され

ている。この設定からはじまり、実

際の企業の経営活動において、原価

計算を導入するという経験は、私た

ちにとって初めてである。 

オーケーシー食品株式会社の事業概要図（会社案内より作成） 

標準原価チームの５人 

公益財団法人 全国商業高等学校協会ＨＰより引用 

（https://zensho.or.jp/puf/download/ 

exam/pastexam/2026/bk_102_1_cos.pdf） 
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（２）実践課題２「予備食やキャンセルの実態を分析」（数量のムダを削減） 

 オーケーシー食品様では受注の際、急な追加注文などがあった場合に備え、受注数量

に対して３３食分を余分に製造している。この根拠について調査したが、すでに慣習化

しており、その理由を知る人は誰もいなかった。そして、この予備食の大半が毎日廃棄

されていることもわかった。さらに、当日のキ

ャンセルを受け付けているということもわか

り、この予備食やキャンセルの実態を分析する

ことを企画した。これにより無駄な製造や廃棄

を減らすことで、コスト削減につなげることが

できるのではないかと私たちは考えた。 

この実践課題に対しては、「予備食やキャンセ

ルの実態を分析することで、無駄な製造や廃棄

を減らし、コストの削減につながる」という実

践仮説を立て、右の「キャンセル率分析チー

ム」の６人が取組むことにした。 

（３）実践課題３「岐阜県ＨＡＣＣＰ認定の取得を目指す」（仕組みのムダを削減） 

「岐阜県ＨＡＣＣＰ」とは、岐阜県が独自に運用するＨＡＣＣＰ（危害分析重要管理

点）に基づく衛生管理の認定制度で、食品事業者の適切な衛生管理について県が評価・

認定する仕組みである。私たちは、この岐阜県ＨＡＣＣＰ認定の取得を目指すことを企

画した。これにより、安全性の向上や消費者から

の信頼が高まり、従業員教育の効率化、無駄な作

業やロスの削減にもつながる。また、作業のマニ

ュアル化・多言語化は外国人従業員の教育コスト

の削減にもつながるのではないかと考えた。  

これには、「ＨＡＣＣＰ認定の取得を目指し、

作業をマニュアル化・多言語化することで、外国

人従業員の教育コスト削減につながる」という実

践仮説を立て、右の「ＨＡＣＣＰチーム」の４人

が取組むことにした。 

（４）実践課題４「部門別原価計算の導入」（仕組みのムダを削減） 

 「老健を強みにしていくという経営方針は正しい」という

２つ目の調査仮説を裏付けるために、部門別原価計算を応

用・導入し、営業利益を算出するとともに、経営分析を行う

ことを企画した。現時点ではコストの削減につながらない

が、部門（事業）ごとに経営成績を把握しておくことで、正

しい経営判断ができ、将来発生するかもしれないムダなコス

トの発生を防ぐことができると私たちは考えた。 

これには、「部門別原価計算を導入して営業利益を算出    

し、経営分析を行うことができる」という実践仮説を立て、

右の「財務分析チーム」の４人が取組むことにした。 

キャンセル率分析チームの６人 

ＨＡＣＣＰチームの４人 

財務分析チームの４人 
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５ 実践 

（１）実践課題１「標準原価計算の導入」の取組 

 ア 標準の設定について 

 （ア）現場の現状 

老人健康介護施設部門で作られる食事は、通常の

ものから、噛む力の弱くなったお年寄りに合わせ、

料理を刻んだものや、ペースト状にしたものまであ

り、右の写真のように、全てパッキング（袋詰め）

されている。そして、温めて盛り付ければすぐに食

べられるようになっている。 

取組にあたり、私たちは、ヒアリングを行い、こ

の現場に以下の３つの問題があることを把握した。 

・作業の早さにベテランと新人で大きな差があること 

・外国人従業員に日本語が伝わりにくく、教育が行き届いていないこと 

・安定した人数を確保できないこと（人材不足） 

以上３つの問題を踏まえ、私たちは、標準設定のための準備を開始した。 

（イ）パッキングの作業時間に着目 

はじめに、この全製造工程を把握するため、調理場、パッキング作業の現場、器

具や機器の洗い場、個人衛生に含まれる手洗い場などで合計８９本の動画を撮影した。 

これらについては、「段取時間」「作業時間」「移動時間」「手待時間」に分類し、

秒数を計測し、分数（ふんすう）に換算して以下の表のように記録も行った。 

次に、防犯カメラの映像も含めた記録を基に、ど

の作業に対して標準を設定すべきかを議論した。そ

して、食材が違っても作業時間にばらつきがなく、

どの食材にも共通する右の写真のようなパッキング

の作業時間に着目し、削減に取組むことにした。 

ちなみに、簿記検定ではおなじみの材料価格や賃

率に着目しなかったのは、物価や人件費の高騰など

の外部要因は、現場ではコントロールできないから

である。これは管理会計で学んだ「管理可能性」という考え方に基づいている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パッキング（袋詰め）された食事 

パッキング作業の様子① 

作業時間を記録した２８枚のスプレッドシートの一部 
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イ 標準時間の設定（改善１回目）  

    早速、私たちは、パッキングの作業時間の目標となる標準作業時間の設定に取組

んだ。設定の手順は下の図のとおりである。 

前ページの「作業時間を記録した２８枚のスプレッドシートの一部」のように、

①作業動画を撮影し、②作業時間を作業者・食材別に「段取時間」「作業時間」「移動

時間」「手待時間」に分類して記録したものから、③平均作業時間を算出した。④こ

れを基に液体と固体に分け、さらに、手で袋に直接入れる場合とスプーンを使って入

れる場合に差が出ると考え、「手で入れるもの」「スプーンで入れるもの」に分け標準

時間を設定することにした。そして、協議の結果、満場一致で最も早い「最速のパッ

キング名人」と呼ばれる外国人従業員の方の平均作業時間を標準時間（標準タイム）

に設定した。 

  この現場の主力は、インドネシア、ベトナムの外国人従業員の皆さんであるため、

下記のような３か国語で示した、簿記検定ではおなじみの原価カード代わりのポスタ

ーを作成して掲示し、作業してもらうことにした。 

検定問題では、問題を解くための数字が示されている原価カードであるが、標準

時間の設定や、カードの作成に、ここまで苦労するとは思わなかった。これでやっと

差異分析を行う準備が整った。 

私たちは、「最も早い作業者の平均作業時間を標準時間に設定することで、全員の

作業時間を早めることができる」という実験仮説を立て、実験を開始した。 

   １週間後、実験結果を確認するためタイムを計測し、記録して計算したところ、わ

ずかに早まったものの、残念ながら作業者の実際作業時間にほとんど変化は見られな

かった。（１８ページ 資料１参照） 

実験結果の分析から「手で入れるもの」の場合、そもそも作業の最も早い人のペ

ースに遅い人はもちろん、ほとんどの人がついていくことができず、あきらめていた

ことがわかった。私たちが考えた標準時間とは、最も早い人の作業時間を目標として

意識して作業することで、全員が早くなるものだと思い込んでいた。ここで私たちは、

数字だけを見て、目の前にいる人を見ていなかったことに気が付いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語のポスターVer1 

ベトナム語のポスターVer1 インドネシア語のポスターVer1 

動画の撮影と 

時間計測の様子 
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ウ 標準時間の設定（改善２回目） 

  1 回目の実験結果を踏まえ、私たちは２回目の実験の準備

を開始した。 

再度、動画の観察と分析を行い、右の写真のような道具

（ポールに固定された漏斗がついた器具）の下に袋を取り付

ける際、遅い人が手間取ることを突き止めた。そこで、道具

をつかう場合と使わない場合に分け、標準時間を設定し直す

ことにした。さらに、袋が大きいほど時間がかかることも確

認できたため、右下の図（ポスター）のように、大・中・小

と袋の大きさに応じて標準時間を設定することにした。そし

て、標準作業時間は速い人の平均時間をそのまま使うのでは

なく、遅い人の平均時間も考慮して設定した。 

また、ご指導いただいている中小企業診断士

の久田博司先生からも、目標達成には、従業員

教育が必要であるとのアドバイスをいただき、

最速のパッキング名人（外国人従業員の方）に

監修を依頼し、教育動画を多言語字幕付きで作

成した。そして、これを見ていただきながら繰

り返し現場作業に取組んでいただいた。 

私たちは、「従業員教育と適切な標準時間の

設定により、全員の作業時間を早めることがで

きる」という新たな実験仮説を立て、２回目の

実験に臨んだ。 

1 か月後の測定では、下記のように、改善前の実際作

業時間を大幅に下回る好タイムを記録できた。これによ

り大幅な作業時間の削減を確認でき、上記の実験仮説を

立証することができた。（１８ページ 資料１参照） 

 

 

袋サイズ 

改善後の実際作業時間（秒/袋） 改善前の実際作業時間（秒/袋） 改善 

前－後 

（秒/袋） 袋の準備 
袋に入れ 

て、置く 
合計 袋の準備 

袋に入れ 

て、置く 
合計 

大(２種類) 3.52 22.91 26.43 11.00 39.78 50.78 -24.35  

中 2.38 8.86 11.24 11.00 20.00 31.00 -19.76  

小 2.15 4.15 6.30 8.00 16.00 24.00 -17.70  

袋サイズ 

改善後の実際作業時間（秒/袋） 改善前の実際作業時間（秒/袋） 改善 

前－後 

（秒/袋） 袋の準備 
袋に入れ 

て、置く 
合計 袋の準備 

袋に入れ 

て、置く 
合計 

大(２種類) 4.49 13.75 18.24 23.00 72.00 95.00 -76.76  

中 3.21 9.20 12.41 23.00 72.00 95.00 -82.59  

小 1.77 6.22 7.99 8.00 16.00 24.00 -16.01  

パッキングに使う道具 

①道具を使う（おかず・液体）食材 

②道具を使わない（固形）食材 

新たに作成した３か国語のポスターVer2 

作成した教育動画（日本語版）

② 
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（２）実践課題２「予備食やキャンセルの実態を分析」の取組 

 ア 現状について 

オーケーシー食品様 

の注文受付はＦＡＸに限

定されている。また当

日、急遽のキャンセルを

受け付けており、売上代

金からは、この分を差し

引いて請求しているが、

当初の注文数のまま製造

している。そして、キャンセル分を差し引かず、当初の注文数のまま出荷している。

さらに、直前の追加注文などに備え、予備食として３３食分ずつ余分に製造している。 

これらの現状から、「受注・出荷データを計算・整理・分析することで予備食の数

量の無駄を削減することができる」という３つ目の調査仮説を立て取組むことにした。 

イ 注文・出荷データの計算・整理・分析について 

はじめに、６人がかりで３２.２時間かけ、残されていた２月８日から４月３０日

までの８２日分、１,３２９枚の注文用紙を、日付ごと、朝昼夜に分けて注文数・キ

ャンセル数を下の表のように、施設ごと５９枚の Excelシートに入力した。そして、

実際の売上数やキャンセル率などを計算させ、このデータを基に分析を行った。分析

結果から、５９施設中２２施設はキャンセルゼロであり、特定の施設にキャンセル・

追加注文が集中していることがわかった。さらに、下の表の通り、予備食を必要とし

た追加注文の最大は、朝昼夜のうち昼の１３食であり、ここまで削減しても問題な

いことが判明した。これにより、上記の３つ目の調査仮説も裏付けることができた。 

また、関係社員の皆さんにアンケート調査も行い、キャンセル数と追加注文数の

平均について肌感

覚で答えていただ

いた。その結果、

右の表の社員予想

のとおりキャンセ

ル数の平均値につ

いて全員が著しく

過小評価されていることもわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
朝 昼 夜 

キャン 

セル数 

追加 

注文 

キャン 

セル数 

追加 

注文 

キャン 

セル数 

追加 

注文 

平 均  6 4 18  5 38 4 

最 小  1 0  7  0  1 0 

最 大 23 9 39 13 80 9 

社 員 予 想 2～3 2～3 4～15 3～15 2～5 3～5 

朝昼夜のキャンセル数と追加注文数の平均・最大・最少 （単位：食） 

５９施設ごとに Excelシートに入力・計算・整理したＦＡＸデータの一部 

平均値 0 24.39% 1 7.28% 1 8.41%

最頻値 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%

最大値 -2 -100.00% -2 -66.67% -1 -100.00%

最小値 2 50.00% 3 42.86% 2 50.00%

朝 昼 晩
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ウ ＡＩ（Microsoft Copilot）の活用について 

   次に、「私たちが整理したデータの分析結果と同等の結果をＡＩは導き出せる」と

いう実験仮説を設定し、ＡＩを使った分析も行ってみた。対話すること７回、わずか

１０分弱で私たちが８時間がかりでまとめた分析結果と、ほぼ同等の結果を得られた。 

これにより、ＡＩが業務効率化に不可欠であることを実感するとともに、上記の

実験仮説も裏付けることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エ 費用と収益の対応必要性について 

   オーケーシー食品様では、当日のキャンセル分については売上代金からは控除して

いるものの、キャンセル分を差し引くことなく、当初の注文数どおりに配送している。

そのため、下の表のようにこの３か月で計上された５４５,７８８円の原価に対する

数量から換算すると１,５２９,６８０円分の売上が計上されていないことになって

いる。これには、会計処理上の問題というよりも、売上を伴わない製造・配送コスト

が発生している

という採算上の

問題がある。こ

の 状 態 が 続 く

と、部門の採算

を正しく把握できず、経営判断を誤るおそれがある。 

オ 改善のための提案について 

   以上の分析結果などから、契約変更時にキャンセル料を取るよう契約内容を変更す

ることや予備食を１３食まで段階的に減らす提案をし、取組んでいただいている。 

キャンセル料を取ることはキャンセルを防ぐ効果も期待できる。そして、売上と

原価の数量を一致させることが可能となり、会計上も費用収益対応の原則を満たすこ

とができる。これにより外部からの信頼の向上、適正な期間損益の把握が可能となる。 

予備食の削減については、廃棄ロスを減らし、廃棄費用の低減にもつながる。ま

た、キャンセル分が手元に残るシステムに変更することで、予備食数をさらに減らせ

る可能性もある。１３食は、あくまで３か月分のデータからの予測値であるため、段

階的に減らし、少なくとも１年以上は、私たちが作成した Excel シートを活用して記

録を続け、ＡＩによる分析を行うことも提案させていただいた。 

 朝 昼 夜 合計 

キャンセル数合計 432個 1,399個 3,064個 4,895個 

原 価 28,080円 162,284円 355,424円 545,788円 

売 価 ( 税 込 ) 101,520円 447,680円 980,480円 1,529,680円 

朝昼夜のキャンセル数合計・原価・売価とその合計 

Microsoft Copilotを活用した分析の一部 



 

12 

 

（３）実践課題３「岐阜県ＨＡＣＣＰ認定の取得を目指す」の取組 

  ＨＡＣＣＰ認定の取得には大きなメリットがある。例えば、食中毒などの食品事故リ

スクの激減、取引先及び消費者からの高い信頼の獲得などである。工程の可視化により、

企業のブランド価値向上や販路拡大にもつながる。オーケーシー食品様では、安全管理

を確実なものにするために、岐阜県ＨＡＣＣＰ認定の取得を目指しているが、これを実

現するためには、「外国人従業員に日本語が伝わりにくく、教育が行き届かない」とい

う問題を解決しなければならない。さらに、この問題を解決するための人手も足りてい

ないのが現状である。 

私たちは、外国人従業員の皆さんのことを考慮し、言語が違っても理解できるという

観点から、動画マニュアルを作成し、活用していただくことで、この問題が解決できる

のではないかと考えた。そこで、私たちは「動画マニュアルの作成・多言語化により、

衛生管理手順の標準化と外国人従業員への教育効果が高まり、ＨＡＣＣＰ認定取得に

向けた運用水準の向上につながる。」という実験仮説を立て、取組を開始した。 

  ポイントとなる手洗いや作業着のほこり取りなどの個人衛生、オートマチックシノア

（裏ごし機）の洗浄、組み立て、ミキサーの洗浄、煮沸消毒の５つの動画マニュアルを

作成することになり、ムダや非効率を省いた安全を徹底できるお手本となる方に作業を

していただき、いろいろな角度から撮影した。重要なポイントはアップしたり、注意点

にテロップを入れたり、チェックリストを示したり、必要となる理由も示して編集した。 

ＨＡＣＣＰ認定に精通した久田先生には、その都度、ご指導いただき、動画マニュア

ル（日本語版）を完成することができた。先生からは、動画マニュアルとして十分活用

できるレベルに仕上がっていることと、現場をよく観察しながら作成したことが伝わる

内容になっているという評価をいただくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミキサー洗浄編 

個人衛生編 オートマチックシノア洗浄編 オートマチックシノア組立編 

煮沸消毒編 

作成した５つの動画マニュアル（日本語版） 

回転刃の洗浄手元アップ 個人衛生のチェックリスト 必要とする理由の表示 

編集にあたり工夫した点（日本語版より） 
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（４）実践課題４「部門別原価計算の導入」の取組 

 ア 部門別原価計算導入の必要性について 

部門別原価計算を導入しただけでは経営改善の実現を確認できないため、この研究の

仮説検証には直結しない。しかし、これにより、部門の採算把握や予算管理が可能とな

り、将来の改善活動のきっかけとなる可能性は高い。 

また、私たちは「老健部門を自社の強みにしていくという経営方針は正しい」とい

う２つ目の調査仮説を検証しなければならない。 

私たちは、大垣西濃信用金庫 事業成長推進部の皆様にご指導いただきながら、正確

な営業利益を算出することに挑戦した。 

 イ １回目（概算利益の算出） 

部門共通費の配賦に悩んだもの

の、議論を重ね、水道光熱費と減価

償却費については、面積比で按分す

ることや自社車両の配送費は、配送

先に占める施設の割合で按分するこ

となどを決定した。右のような損益

計算書を作成し、大垣西濃信用金庫

の皆様と種田社長に確認していただ

いた。その結果、分類が不十分で未計上の費用もあり、利益が出ていると考えるには危

険であること、種田社長からも感覚的に利益が多すぎるとご指摘いただいた。 

さらに、同じ比率で按分していた販売費及び一般管理費を売上の比で按分することに

ついての具体的なアドバイスもいただいた。 

 ウ ２回目（営業利益の算出） 

１回目の売上総利益の算出で

いただいたアドバイスをもとに

老健部門の損益計算書を再び作

成した。 

より正確な損益計算書にする

ため、水道光熱費、減価償却

費、自社車両の配送費以外に老

健部門に按分しなければならな

い費用について調査した。その

結果、法定福利費、福利厚生費

等、旅費交通費、修繕費を追加

計上することになった。 

また、減価償却費は面積での

按分ではなく、共通で使用して

いる分のみ売上高の比で按分し

なければならないことが判明し

た。 

★売上高 265,605,895

★売上原価

材料費 材料費 113,633,909 113,633,909

給与手当 30,752,862 直接労務費データより

退職金 953,533 全額老健 31,706,395

光熱費 水道光熱費 28,116,186 面積比で按分 28,116,186

配送費 配送費 7,982,530 7,982,530

減価償却費 1,283,760

火災保険料 1,499,743

営業費 716,071 3,499,574

★利益 80,667,301

労務費

その他

１回目に作成した損益計算書 

★売上高 265,605,895

★売上原価

材料費 材料費 113,633,909 113,633,909

給与手当 30,752,862 直接労務費データより

法定福利費 7,443,135 労務費の給与手当の比で按分

福利厚生費等 275,391 労務費の給与手当の比で按分 38,471,388

旅費交通費 793,974 労務費の給与手当の比で按分

減価償却費 3,027,761 ※1

修繕費(仮) 2,075,174 売上高比で按分

水道光熱費 24,880,236 面積比で按分

消耗品費 5,818,143 ※2 36,595,288

★売上総利益 76,905,310

給与手当 12,782,136 売上高比で按分

退職金 953,533 全額老健

法定福利費 1,770,679 販管費の給与手当の比で按分

福利厚生費等 65,514 販管費の給与手当の比で按分

旅費交通費 188,882 販管費の給与手当の比で按分

減価償却費 756,940 ※1

保険料（火災保険料） 1,499,743

消耗品費 1,835,481 ※2

水道光熱費 1,673,554 売上高比で按分

修繕費(仮) 1,383,449 売上高比で按分

配送費 7,982,530 30,892,441

★営業利益 46,012,869

※1　減価償却費は老健部門のみ使用の設備＋共通分のDepを売上高比で按分

※2　消耗品費の内老健部門のみにかかった費用を前者Ｐ/Ｌの経費と販管費の割合で按分

★販売費及び

   一般管理費

経費

労務費

２回目に作成した損益計算書 
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６ 検証 

（１）実践課題１「標準原価計算の導入」実践仮説の検証 

  下の表のように①道具を使う（おかず・液体）食材、②道具を使わない（固形）食材

ごとに大中小４種類の袋に分けて６月中のパッキング数を集計した。これを１２倍し

て年間パッキング数を計算、改善後の実際作業時間(秒)/袋と掛け算して改善後実際作

業時間/年を算出・集計。同じように年間パッキング数を改善前の実際作業時間(秒)/

袋と掛け算して改善前実際作業時間/年を算出・集計。前者から後者を引き算し、削減

額を示す作業時間差異（時間）を算出・集計。これに岐阜県の最低賃金を掛け算して

作業時間差異（削減額）を計算・集計した。なお、ここでの「改善後の実際作業時間」

とは、改善２回目を終えて計測した実際の平均作業時間のことである。 

その結果、①の場合は１０,５０７,２９０円、②の場合は１,２１８,３６０円を削

減、差異合計、年間１１,７２５,６５０円を削減できることが試算できた。 

これにより、実践課題１の達成のために設定した「標準原価計算を導入することに

より、コストを削減できる」という実践仮説を裏付けることができた。 

 

（２）実践課題２「予備食やキャンセルの実態を分析」実践仮説の検証 

  ３３食の予備食を朝昼夜それぞれ１３食まで減らせるとして、２０食ずつ削減できる

ことから、下記の表のとおり、１食分の原価、朝の６５円、昼夜の１１６円にそれぞれ

２０食を掛け算し、１日当た

りの削減額を計算・集計し

た。さらに３６５を掛けて１

年分を計算・集計し、１年間の削減額合計２,１６８,１００円を試算できた。 

  これにより、実践課題２の課題解決のために設定した「予備食やキャンセルの実態

を分析することで、無駄な製造や廃棄を減らし、コストの削減につながる」という実

践仮説も裏付けることができた。 

  朝 @\65 昼 @\116 夜 @\116 削減額合計 

１日あたり 1,300 2,320 2,320 5,940 

１ 年 間 474,500 846,800 846,800 2,168,100 
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（３）実践課題４「部門別原価計算の導入」実践仮説の検証 

下記のように老人健康介護施設部門創設２１年目にして初となる損益計算書を完成す

ることができた。労務費の給与手当に不足分があることが判明したため、法定福利費、

福利厚生費等、旅費交通費の按分率も変化し、売上原価は増加、営業利益を大きく減額

することとなり、第６４期の営業利益は８,５５０,６６３円と確定した。 

 次に、これに続いて経営分析を行った。下図のような「事業部総投下資本利益（ＲО

Ｉ）」と「事業部残余利益（ＲＩ）」を計算した。その結果、ＲОＩは３４.９％、ＲＩ

は７,８８１,４０９円であり、設定した要求収益率（資本コスト）を控除しても、な

お利益が残っているということがわかった。このことから、資本コストを上回る利益を

生み出しているので、会社全体にとっては有益な事業であると結論付けた。 

以上のことから、「部門別原価計算を導入して営業利益を算出し、経営分析を行うこ

とができる」という実践仮説と、「老健を強みにしていくという経営方針は正しい」と

いう２つ目の調査仮説についても、正しいことを裏付けることができた。 

（４）研究仮説の検証 

  以上の検証結果から、実践課題１と２を終え、年間換算で１３,８９３,７５０円相

当の経済効果を試算できた。このうち、１１,７２５,６５０円は作業時間短縮効果を

最低賃金で金額換算した年間試算額であり、２,１６８,１００円は予備食を１３食ま

で削減する運用を年間継続した場合の削減見込額である。これにより、当初設定した

「私たちが学んだ簿記会計の知識を生かして経営データを計算・整理・活用し、経営

改善を実現できる」という研究仮説も立証することができたと結論付けた。 

変更した金額 

完成した損益計算書（３回目作成） ＲＯＩ・ＲＩが示す指標と計算結果 

事業部   資本利益（ＲＯＩ）

営業利益

   資本額
 １００

  を   に 用    かを  

    

３４ ９％

    を   
に 用    

８ ５５０ ６６３
２４ ４８２ ５０７

 １００

事業部  利益（ＲＩ）

営業利益－   資本額 資本 スト率

     を   利益を  

        3－24 4 2   7    2733 

    

7   1 4 9円

 業価 の  
に      

   は  を     は  の  
額を                
を っ    利益  り   全 に
とっ は 益  業と      

 理会計の 点
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７ 課題 

 実践課題１「標準原価計算の導入」と実践課題２「予備食やキャンセルの実態を分析」

については、試算通りの実績をあげられるかを注視していきたい。私たちは、これと並行

して残りの２つの実践課題の推進と新たな実践課題に取組んでいくことを今後の課題とし

て考えている。 

（１）実践課題３「岐阜県ＨＡＣＣＰ認定の取得を目指す」の今後について 

  この８月、オーケーシー食品様では、岐阜県ＨＡＣＣＰ認定の申請を行ったが残念な

がら認められなかった。今回の取組を通じて、動画の整備だけでなく衛生管理計画・記

録・検証など運用全体の整備が必要であることも分かった。 

私たちはこれらの結果を受け、マニュアルの修正やインドネシア語、ベトナム語の動

画マニュアルの完成を急ぐことにした。まずは、「動画マニュアルの作成・多言語化に

より、衛生管理手順の標準化と外国人従業員への教育効果が高まり、ＨＡＣＣＰ認定

取得に向けた運用水準の向上につながる。」という実験仮説を裏付け、「ＨＡＣＣＰ認

定の取得を目指し、作業をマニュアル化・多言語化することで、外国人従業員の教育

コスト削減につながる」という実践仮説の検証を進めることが今後の課題である。 

（２）実践課題４「部門別原価計算の導入」の今後について 

  「部門別原価計算を導入して営業利益を算出し、経営分析を行うことができる」と

いう１つ目の実践仮説の立証はできたが、今後はマニュアル化して誰もが老人健康介護

施設部門の損益計算書を作成し、営業利益を算出できるようにしていかなければならな

い。 

  さらに、「委託食堂」や「日配弁当・仕出し料理」の他部門でも老人健康介護施設部

門と同様に部門別原価計算を導入し、事業部ごとの損益計算書の作成、営業利益を把握

できれば、将来、会社全体の正しい経営判断に役立つはずである。そこで、他部門にも

部門別原価計算を導入することを今後の課題としていきたい。 

（３）実践課題５「新規顧客開拓」の取組について 

  老人健康介護施設部門の損益計算書を作成し、前年の営業利益は８,５５０,６６３円

ということが判明した。これは決して多いといえる額ではなく、減少傾向にあると私た

ちは考えた。 

  老人健康介護施設部門が創設された２００５年当時について調べてみると、コンビニ

弁当、スーパーの惣菜、持ち帰り弁当などの「中食」市場が急成長している。これらの

ことを背景に他部門の売上が減少する中で、売上を伸ばし、成長部門として位置づけら

れてきたのではないかと思われる。しかし、最近の物価の高騰による原材料の高騰、賃

金の上昇の影響はとても大きく、このままではさらに利益を減らすことは間違いない。 

私たちが認識したこの問題は、簿記検定に出てくる紙面上の単なる問題文とは違い、

あらためて何としてでも解決しなければならない現実の問題であると捉え、解決に取組

むことにした。これまで私たちは、原価を削減することだけを考えて取組んできたが、

利益を増やすためには、売上を伸ばし、利益を確保する必要がある。そこで、これを新

たな課題として取組むことにした。これには、一区切りついたキャンセル率分析チーム

を解散し、新たに販売促進チームを結成し、商圏内の老人福祉施設へのアプローチを企

画した。現在、市場調査を行い、チラシの作成にとりかかっている。 
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８ おわりに 

 お世話になっているオーケーシー食品様の皆様からは、取組について以下のようなうれ

しい評価をいただくことができた。（一部まとめ） 

・商業高校生とのやり取りの中で知識不足を実感し、勉強する良いきっかけになった。

正しい経営判断につなげていきたい。 

・財務諸表分析から借入金の多さを把握し、積極的に返済していこうと思った。 

・高校生が工場に来たことで活気が出て、いい刺激になった。 

・これから定期的に現状を把握できる仕組みをつくる意識が高くなりました。 

・目標作業時間設定など手が回らなかったところを一緒に考えてくれてありがとう。 

※外国人従業員の皆様からいただいた評価については１９ページ 資料２参照 

 さらに、この取組を通して、私たち自身の成長や意識の変化など現時点での効果につい

て調査してみた。以下の５項目について「高まった」「やや高まった」「あまり高まらなか

った」「高まらなかった」の４段階で測定した。 

 問１：学ぶ意欲 

 問２：解決方法を自ら考え、行動する力 

 問３：新たな知識技能・スキル 

 問４：自分の将来への意識 

 問５：地域貢献に対する意識 

 右のグラフのように、取組について１９

人全員が良い効果を感じていることを確認

できた。 

また、取組に関して「知識獲得力」「問題

解決力」「組織的行動」「創造力」に関わる

評価指標８項目について、取組前と取組後

(中間時点)の変化を５段階（０～４）での

自己評価も行った。（２０ページ 資料３参

照）右のレーダーチャートは、全員の自己

評価の結果を平均して作成した。取組前と

比較して、１.７～２.４ポイントの大きな

向上が見られ、全員が自分自身の成長を実

感していることもわかった。 

上記の「取組に関するアンケート」「取組に関する自己評価」については、一昨年の取

組開始から、３年分のデータがそろったため、この分析もしてみた。（２１ページ 資料４

参照） 

取組に関するアンケートの「問５：地域貢献に対する意識」について、「高まった」と

回答した割合が年々増加傾向にあることがわかった。さらに、取組に関する自己評価につ

いて、取組後の平均ポイントが年々増加していることも確認できた。 

以上の結果から、私たちにとって年々充実した良い取組になってきていると思うので、

この取組を全員でやり遂げ、後輩たちに引き継いでいきたいと思う。最後に、この取組に

関する私たちの感想を２２ページ 資料５にまとめ、報告を終えたい。 
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資料集 

〈資料１〉標準時間を設定して行った実験の検証 

  

 

  改善１回目は、現場作業の観察や作業に取組む人とのコミュニケーションが不十分な

まま標準時間を設定して実験を行った。２回目の改善では、標準原価の再設定や教育教

育動画の作成を通じてアドバイスをいただくなど、現場の方々との距離が縮まったこと

も、予想以上の成果につながった要因の一つである。 

※ 標準原価計算の場合、標準作業時間から実際作業時間を差引して差異を求め、差異分析を行うが、削

減額の計算を目的とし、あえて改善後と改善前の実際作業時間を差し引きしている。 
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〈資料２〉パッキング作業の主力 外国人従業員の皆様からいただいた評価 

（手書きしていただいたものを翻訳） 

YENNI RAJAGUKGUK さん（インドネシア） 

高校生が会社に来て老健に入ってきたとき、高校生が私た

ちの仕事の様子を見られたことを嬉しく思いました。 

高校生のおかげで、プラスチックを種類ごとに仕分ける作

業について以前より理解が深まり、作業も早く進められるよ

うになり、目標もスムーズに達成できました。 

高校生が動画を撮ったり、作業について質問してくれたり

したことで、私たちは仕事の内容をより分かりやすく説明で

き、実際に見てもらうことで理解も深まったと感じました。 

高校生は私たちの仕事を見て喜んでくれて、最後には笑顔

で「ガンバッテネ！」と言ってくれました。 

 

ANISSA DYAH AYU PUTRI さん（インドネシア） 

高校生と一緒に作業したことで、自分の仕事のスピードが

以前より速くなったと感じました。 

時間の制約があったことで、もっと早く作業しようという

モチベーションが生まれたからです。 

高校生と協力して仕事を進める中で、作業時間の目標を達

成できたことに満足し、とても嬉しい気持ちになりました。 

この経験は、今後の仕事にも役立つとても良い学びになり

ました。 

そのおかげで、自分の働き方に合った仕事のリズムを見つ

けることができました。 

 

メガ ジュリアナ ルマホルボ さん（インドネシア） 

高校生が作業スピードを測りに来てくれたとき、その作業

には普段から慣れていたこともあり、すぐに理解できまし

た。 

高校生が来てくれたことがとても嬉しく、自分の経験を共

有できたのも良い時間でした。 

そして、見せてもらった動画も分かりやすく、内容をすぐ

に理解できました。 

 

LE THUY HANG さん（ベトナム） 

高校生のみなさんと一緒に作業したり、高校生が作成し

た説明動画を見たりする中で、とても役に立つ経験だと感

じました。 

そのおかげで、仕事の目標や作業時間をより早く達成で

きるようになり、作業スピードも大きく向上しました。 

特に、まだ経験の浅い新人にとっては、仕事の流れを理

解しやすく、作業を早く身につけられる良い機会になりま

す。 

この経験は、私自身にとっても、これから仕事を始める

人たちにとっても、とても良い学びになりました。 
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〈資料３〉取組に関する自己評価について（行動性評価指標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識獲得力

定義 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ レベル０

学習

専門知識のみな
らず自然科学お
よび人文社会科
学に関するもの
も含めて、幅広
い分野で知識や
ノウハウを深く
習得することを
継続する

専門知識のみなら
ず、自然科学およ
び人文社会科学に
関するものも含め
て幅広い分野で、
知識やノウハウを
深く習得すること
を継続している

専門知識のみなら
ず自然科学および
人文社会科学に関
するものも含め
て、幅広い分野
で、深く知識やノ
ウハウを習得して
いる

自ら新しい知識や
ノウハウの習得に
努めている

限定的な知識やノ
ウハウの習得に留
まっている

自ら新しい知識や
ノウハウを習得で
きていない

取組前
取組後

情報収集力

必要な情報を入
手し、精査した
上で、取捨選択
して自分のもの
とする

様々な手段を駆使
し、情報を入手し
ている。信頼性が
高い情報のみを選
択して自分のもの
としている

工夫して情報を入
手し精査した上
で、取捨選択して
自分のものとして
いる

情報を入手し、精
査している

通り一遍の情報入
手に留まっている

必要な情報が入手
できない

取組前
取組後

問題解決力

定義 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ レベル０

課題発見

現状と目標（あ
るべき姿）を把
握し、その間に
あるギャップの
中から、解決す
べき課題を見つ
け出す

現状と目標を把握
し、その間にある
ギャップの中か
ら、解決すべき課
題を見つけ出し優
先順位付けができ
ている

現状と目標を把握
し、その間にある
ギャップの中か
ら、解決すべき課
題を見つけ出して
いる

現状と目標を把握
し、その間にある
ギャップの中に問
題を見つけている

与えられた課題を
正しく理解できて
いる

与えられた課題を
正しく理解できな
い

取組前
取組後

定義 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ レベル０

 理的思考

複雑な事象の本
質を整理し、構
造化（誰が見て
もわかりやす
く）できる。 
理的に自分の意
見や手順を構
築・展開できる

複雑な事象を整理
し、構造化でき
る。意見や手順を
 理的に展開し、
相手を納得させる
ことができる

複雑な事象を整理
し、構造化でき
る。自分の意見や
手順を 理的に展
開できる

複雑な事象を整理
し、構造化できる

複雑な事象を整理
し、構造化しよう
と努力している

複雑な事象を整理
し、構造化できな
い

取組前
取組後

組織的行動能力

定義 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ レベル０

主体性

物事に対して自
分の意志・判断
で責任を持って
行動し、その行
動に工夫・独自
性が見える

物事に対して自分
の意志・判断で責
任を持って行動し
ている

何も言われなくて
も行動は起こす
が、単なるマニュ
アル的行動をとる

誰かに指示された
ことのみ行ってい
る

誰かに指示されて
もやらない、でき
ない

誰チームで作業が
できない、自己中
心的な行動をする

取組前
取組後

定義 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ レベル０

協働

共通の目標を達
成するためにお
互いの考えを尊
重し、信頼関係
を築くような行
動をとる

チームでの作業、
行動をするとき、
共通の目標を達成
するためにお互い
を尊重し、信頼関
係を構築・維持し
ようと自ら工夫し
て行動する

チームでの作業、
行動をするとき、
共通の目標を達成
するためにお互い
の考えを尊重し、
信頼関係を築くよ
うな行動をとる

チームでの作業、
行動において共通
の目標を理解し達
成するため行動で
きる

チームで作業でき
るが、目標を達成
するために自ら動
かない

誰チームで作業が
できない、自己中
心的な行動をする

取組前
取組後

創造力

定義 レベル４ レベル３ レベル２ レベル１ レベル０

発想する力

既存の枠にとら
われず、今まで
に無かった新し
いアイディアを
生み出す

これからの社会に
示唆を与え貢献す
るような、独自の
アイディアを生み
出すことができる

経験したことがな
いことでも既存の
枠にとらわれず、
今までに無かった
新しいアイディア
を生み出すことが
できる

自分で適切なデー
タを収集・参照
し、新しい考え方
で物事に取り組む

ヒントを与えられ
た場合、新しい考
え方で物事にとり
組む

新しい考え方を持
とうとしない

取組前
取組後

探求する意欲

旺盛な知的好奇
心を持ち、専門
であるなしに関
わらず、未知の
知識を取り入れ
ようとする

自分の専門内外に
関わらず幅広い知
的好奇心を持ち、
新たな知識を意欲
的に取り入れよう
と、積極的に行動
している

自分の専門内外に
関わらず幅広い知
的好奇心を持ち、
新たな知識を意欲
的に取り入れよう
と、実際に行動し
ている

自分の専門内外に
関わらず幅広い知
的好奇心を持ち、
新たな知識を取り
入れようと、一部
は実際に行動して
いる

普段から自分が興
味のある分野につ
いて情報収集の努
力をしている

新たな知識を得よ
うという姿勢を持
たない

取組前
取組後

継続的に深く広く情報収集に努め、取捨選択した上で、知識やノウハウを習得し、関連付けて活用する

課題を正しく理解する。解決策を立て実行する。その結果を検証し、計画の見直しや次の計画への反映を行う

  チーム、組織の目標を達成するために何をすべきか、複数の視点から多面的、客観的に捉え、適切な判断を し、当事者意識をもって
行動する。その際、他者とお互いの考えを尊重し、信頼関係を築いてそれを維持しつつ行動する

  知的好奇心を発揮して様々な専門内外のことに関心を持ち、それらから着想を得て今までになかった新しいアイディアを発想する。そ
の際、関連法令を遵守し、倫理観を持って社会に対して負っている責任を果たす
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〈資料４〉３か年分の「取組に関するアンケート」「取組に関する自己評価」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※取組に関するアンケートで確認した問の     

内容 

問１：学ぶ意欲                       

問２：解決方法を自ら考え、行動する力                      

問３：新たな知識技能・スキル 

問４：自分の将来への意識 

問５：地域貢献に対する意識 

年度 
 

令和

６年 

令和

７年 

令和

８年 

取組に関するアンケート 

問５で「高まった」 

と回答した割合（％） 

41.7 

－ 

82.4 

+40.7 

84.2 

+1.8 

取組に関する自己評価 

取組後の平均ポイント 

2.90 

－ 

3.57 

+0.67 

3.58 

+0.01 
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〈資料５〉この取組に関する私たちの感想（抜粋） 

標準原価チーム 

・一つの問題を解決しようとすると、新たな別の問題が見えたり、正解がないため、とても悩んだ。

その状況で、何度も調整を重ね、試行錯誤することで課題解決の糸口が見えると学んだ。 

・簿記の問題にいつも書いてある標準原価は、設定するのにたくさんの手間や時間がかかることが

分かった。実務との違いを知ることができた。 

・設定した標準原価と同じくらいに現場が動いてくださり、理想のタイム以上になって嬉しかった。 

・チームみんなで協力して企業の経営を少しでも改善できたことを誇りに思う。 

・簿記の知識が実際に経営改善していく中でこんなにも役に立つことに驚いた。 

・私たちの学んだ簿記の力をフルで活用し、将来は自ら企業を支えていきたい。 

キャンセル率分析チーム 

・（分析結果からの提案を）発表した際に共感していただけて、助かるという言葉をいただいたとき

がとてもうれしかった。 

・学んだ知識を現場でも使える、役に立てると知れたときはとても感動しました。高校生でも企業

の方を助けられるという実感が取組を進めていくうちに湧いてきて楽しかった。 

・教わってきたことを生かして安全性・収益性を確かめたり、最小自乗法を用いて固変分解をして

いるところを見たりして感動しました。 

・会社にお邪魔させてもらったり、お電話させていただいたときに、仕事中にもかかわらず時間を

割いてくださる優しさに感動した。会社の現状をかなり詳しく話していただき、改善したい想い

を強く感じ、頑張ろうと思った。 

・学んだ知識を生かすことができて感動した。分析・提案を真剣に聞いてくださって、ありがたい

と言ってもらえて、頑張ってよかったし、もっといい提案ができるようにしたいと思った。 

ＨＡＣＣＰチーム 

・自分たちが学んできた簿記の知識が実際に活用できることに感動した。（中略）様々な知識を使っ

て会社の改善ができることに驚いた。これからも簿記を学んでいきたい。 

・経営状態をよりよくしていく場面に立ち会うことができてよかったな、と感じました。この経験

を生かし、これからにつなげていきたいです。 

・ＨＡＣＣＰ認証を手伝えたりなど、普通の高校生にはできないような体験ができて感動した。ま

た、昨年、一昨年の先輩方の取組が大変な作業や解決策をたくさん考えて行われていたことが分

かり、感動した。 

・動画編集という技術を身につけられたので、今後の人生に役に立てたいと思った。 

財務分析チーム 

・簿記や情報処理の知識が実際の社会でも通用することを実感し、とても感動しました。また、自

分が学んできた知識が社会でどのように活かされているかも知ることができました。 

・意外に現場でしかわからないことがあってびっくりした。帳簿上で何か特徴のあるものは、必ず

そうなっている理由があったり、現場で起こっていることが関わっていたりして面白かった。 

・実際と簿記の問題では、分かっていたけど全然違うと思った。簿記の大会でも分析が難しいと思

う問題がいっぱいあったれど、その比にならないくらい難しいと思った。そんな中で実際に財務

諸表を作ったり、経営改善を行えたりする人はかっこいいと思った。そんな人になりたい。 

・新しい技術も身につけられてとてもいい経験になった。 
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